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告

の

あ

り

し

と

臨
側
、
其
、
が
溌
搬
の
初
期
は
其
額
僚
少

R

L
て

、

未

だ

殴

仰

の

合

一

敬

上

に

著

L
E寸
L
M
W

殺

虫

ぜ

輿

ふ

る

に

室

b

ず
、
即
ち
千
四
百
九
十
一
一
一
年
よ
り
千
五
百
年
迄
は
銀
、
の
輸
入
年
縦
一
一
十
五
お
「
ペ
ソ
ス
L
千

五

百

年

よ

り

千

五

百

四

十

五

年

の

開

花

於

て

一
-
一
百
常
的
つ
ぺ

ソ
ス
L
.
K
栂
加
せ
り
。
ハ
ロ
2
3
3
∞
吉
宮
山
口
ト

g
2
m
O
H
J
M
V
'
s
c

位
、
砂
同
時
の
士
山
士
論
容
と
椛
せ
ら
る
、
人
々
は
多
く
以
上
の
源
凶
を
無
秘
し
て
、
一

人
殊
に
資
本
的
大
企
業
家
の
専
横
に
腕
せ
I

り
、
例
ヘ
ぱ
「
EW
ノ
ル
リ
ヒ
、
プ
オ
シ
、
プ
ヅ
テ
v
ど
は
ー
プ
レ
ド

ネ
ス
し
の
中
に
宮
を
な
し
て
臼
く
吋
盗
賊
仁
回
総
ゐ
'
台
、
仰
や
り
商
人
、
私
伴
家
、
僧
侶
、
及
武
士
に
し
て
、
就

中
此
問
稽
中
の
大
盗
賊
は
商
人
な
t

り
し
叉
北
「
ル
!
テ
ル
し
は
叫
ん
/
で
日
く
「
悲
等
の
濁
占
者
は
一
時

に
五
綴
の
貨
物
を
買
占
め
て
、
小
資
本
の
商
人
を
駆
逐
じ
、
自
己
の
欲
す
る
虞
に
従
び
て
、
債
務
を

仁
之
れ
を
商
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出
版
放
敗
議
時
代
之
資
一
本

l

p

・
主
義

穴
九
九
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加
州
，
高
低
し
、
小
寅
人
を
附
却
し
、
誠
一
し
を
は
.
彼
等
を
し
て
破
産
せ
し
り
、
今
や
是
等
の
濁
占
者
は
人
類
の

主
人
と
な
1

り
て
、
宗
敬
及
人
滋
の
束
縛
を
蹴
る
、
若
し
彼
等
の
存
在
を
許

3
ば
、
正
義
は
地
を
榔
ふ

て
去
る
可
し
し
と
あ
r
り
、
而
し
く
是
等
の
人
々
よ

ro'
攻
撃
せ
ら
れ
し
、
資
本
主
義
の
枚
棟
地
は
市
濁

{
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
グ
ι

に
し
て
~
就
中
此
市
府
に
於
て
最
川
市
有
名
な
る
資
本
的
大
企
業
家
を
「
プ
ヅ
グ

ル
ザ
l
L
と
な
す
、
前
者
は
始
uω

織
物
を
栄
之
し
、
後
一
も
専
ら
鎖
山
及
銀
行
業
を
惨
め
よ
b
、

ユ
H

リ
ン
グ
Y
L
地
方
に
於
け
る

宗
務
ィ
吹
?
議
時
代
と
資
小
本
主
一
説
明

七 J

Q ‘ 

0;， 

!
」
及
、
ウ
込

、‘

殊
に
ー
ヤ
コ
プ
、
プ
ヅ
が
l
」
の
如
を
は
向
牙
利
ー
デ

総
て
の
銅
山
を
締
占
し
、
傍
ら
時
の
官
継
に
結
ば
て
御
用
金
を
調
態
せ
'
り
、
議
.
常
時
の
組
税
徴
集

泌
た
る
緩
め
て
不
規
則
に
し
て
、
初
一
巡
皇
常
及
諸
侠
は
川
勝
b

ペ
ブ
ヅ
が
i
L
よ

b
a
p一
額
の
金
を
借
受

け
、
共
返
償
と
し
て
或
は
鍵
山
採
掘
の
特
権
、
叉
文
は
土
地
及
=
城
等

E
胤
ハ
ヘ
し
ζ
t
ζ

、
市
ほ
足
利
幕

府
の
堺
の
商
人
に
封
し
ぐ
な
せ
し
唱
の
に
相
似
大
J

ハ(一一一)

v 

ルL
「
カ
リ
ジ
ア
」
「
チ

~~、
¥一.，い一'
~~ ~ .~乍
1供〉

.' 私

ハ
一
一
一
)
千
五
百
七
年
県
清
「
マ
キ

h
y

ミ

リ

ア

V
L
は
勺
ブ
ツ

Y

l
し
よ
り
五
部
「
7
u
リ

シ

L

&

傍

受

砂

る

係

め

つ

キ

ル

ジ
ペ
ル
グ
し
北
勺
ワ
イ
セ

ν
ホ

ル

V
4
L

の

梨

闘

を

挺

蛍

と

せ

り

、

廿

丹

後

、

千

五

百

九

年

院

は

十

七

部

ス

ア

品

カ

ッ

ト

‘

吾

、

千

五

百

十

四

年

に

は

四

鴎

四

千

つ

ブ

ロ

u

y

V

」
を
、
予
五
百
十
六
年
に
は
一
一
♂
一
高
勺
プ
口

-
v
v
Lの
借

用

を

乞
へ
り
。
ハ
同
}
H
g
E
V
2
m
v
H
V
K
N
o
F
&
3
J
R
H
2
2お
2.w
認・∞・
8
1
3〉
・

我

邦

に

て

」

肱

日

仁

の

大

説

後

、

京

郎

日

に

夜

九

幕

府

の

財

筒

口

出

b
、
ず
、
天
女
十
一
一
年
十
一
…
月
、
川
併
の
協
院
に

. 
、1‘b . 

脱
‘
a
d
h

℃

銭

を
J

借

る

と

と

数

度

、

諸

問

び

幕

府

の

庶

将

地

，

h

あ

附

川

内

十

七

筒

所

の

籾

λ
を

以

て

怒

俄

h
i
-
充

つ

、

袋

を

以

て

堺

の

商

人

.

顛

勢

力

長

得

て

種

々

の

特

械

を

謹

断

し

、

天

文

十

五

弘

ー

に

は

、

他

悶

よ

り

消

消

毎

回

サ

の

南

花

に

総

入

禁

止

の

令

を

殺

せ

L
め

た

り

、

大

作

義

経

威

を

商

閣

に

扱

ひ

、

山

口

の

繁

然

京

師

と

制

限

敵

ず

る

に

至

る

や

、

堺

の

市

人

は

准

来

の

総

絞

り

札

よ

り

℃

山

口

k
l仲
山

崩

m
L、.4
以
は
日
仰
を
其
地

K

占

む

る

者

あ

り

、

且

大

内

民

主

り

自

由

K
波

情

ザ

可

き

特

械

を

興

へ

台

。

れ

忙

り

、

永

鰍

沢

年

幕

府

火

米

p

}

一

一

百

石

及

銭

ニ

百

五

十

質

交

を

州

併

の

宮

間

刊

に

借

り

も

十

七

筒

所

の

組

入

品

位

以

℃

一

泡

般

に

充

て

た

り

、

而

L
℃

其

券

燃

に

は

携

の

市

人

を

傘

ひ

て

老

の

学

中

信

用

ふ

る

に

一

主

れ

り

ハ

阪

地

内

士

一

l
足

利

時

代

に

於

け

る

堺
幣
」
史
皐
雑
誌
第
七
一
蹴
八

O
五
l
l
λ
O
Aハ〉

ー
プ
グ
が
l
L
は
税
代
の
J

I
ト

V

ル
ド
」
に
し
て
、
其
企
業
組
織
は
事
大
小
と
な
く
家
紋
仁
ょ
ん

J

て

73 

絞
儲
せ
ら
れ
、
各
地
の
文
民
ロ
誌
に
は
自
己
の
伴
、
養
子
、
甥
等
を
以
て
し
、
其
財
産
拡
時
と
し
て
六
千

三
一
白
寓
「
プ
ロ
リ
ど
に
建
せ
し
乙
と
あ
t

り、(凶)

ハ
凶
〉
帯
詑
「
ベ
4

V

H
フ
ッ
ト
‘
マ
イ
ヤ
ー
し
の
言
け
い
よ
れ
ば
っ
7
L家
は
，

e

七
年
間
に
千
一
一
一
百
世
W
1
プ

ロ

p
v
L
K
増

加

せ

ー

り
ハ
の
H・R
-
F
F
H
H
0
2
問
。

F-
叩

-
E〉
来

柁

彼

の

資

本

は

千

五

百

十

]

年

足

十

九

常

的

穴

千

七

百

六

十

日

「

.

グ

ル

ヂ

6

ν」
な

り

し

が

、

千

五

百

二

十

七

年

に

は

ニ

百

二

高

千

二

一

白

ご

寸

グ

ル

デ

νん
に
増
加

L
、

年

々

の

利

絵

五

十

闘
っ
パ

l

セ

ν
ト
L

二
分
の
〕
民
皆
れ
り
ハ
信
号
誌
、

m
・
8

c開
r
e
o
-
r
R
h
M
M
F
m
5
5
J
e

ル
ザ
!
L
は
之
・
れ
に
反
じ
て
東
洋
的
貨
物
の
一
手
輸
入
を
可
ど
t

り
、
子
旗
〈
ー
り
ス
ポ
y
L
1
4一
昨
/

ル
グ
L
「
ア
シ
ペ
ル
ス
~
ダ
ン
チ
ヒ
」
「
ペ
ネ
チ
.
ア
?
と
十
一
ア
ノ
」
緑
馬
ー
ゼ
/
ア
」
ぷ
ル
ン
」
1
ナ
ウ

1
リ
ヒ
~
リ

京

税

改

故

時

代

'

と

資

本

主

義

「
作

1rz

ル
ン
¥
ペ
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宗
教
改
造
・
時
一
代

L
資

J

本

主

義

オ
ン
」
「
サ
ア
ゴ
グ
等
に
・
文
底
乞
澄
〈
港
、
英
縫
業
組
織
は
会
々
「
プ

y

y

!
し
と
閥
均
な
J

り
て
、
多
数
の
株

主
仁
よ
っ
て
総
鶴
せ
ら
る
、
設
、
十
六
世
紀
の
初
期
迄
以
前
調
と
伊
太
利
、
と
の
商
業
は
比
較
的
燥

ん
に
し
て
「
ベ
ネ
チ
ア

K
於
け
る
猟
逃
応
吋
O

口仏仰の
O

仏
弘
、
円
。
仏
印
山
口
広
に
は
溺
閣
の
商
人
・
米
ん
'
て
、
東
方

よ
I

り
溺
ら
咋
、
。
れ
し
脊
料
、
生
糸
、
武
石
、
金
制
刷
、
泉
質
等
を
山
見
込

-uk
常

と

せ
t
り
、
然
・
か
も
地
理
上
の
綾

田
川
と
共
仁
、
世
界
の
市
場
以
漸
次
、
「
パ
、
↓
小
チ
ア
し
及
「
ゼ
ノ
ア
し
を
ふ
U
3
b
tリ
ス
ボ
ジ
」
及
ー
ア

Y

ペ
ル
ス
し
仁

綴
る
や
、
機
を
凡
る
に
敏
な
る
「
・
ワ
エ
ル
、
ザ

i
L，
綜
千
五
百
一
一
一
年
「
リ
ス
、
ボ
ど
に

7.
応
を
設
け
、
補
碕
牙

王
「
ド
ン
、
お
一
γ

ヌ
エ
ル
し
ょ
-h/
商
業
上
の
混
在
際
に
加
は
る
の
特
例
慌
を
得
る
に
五

b
、
次
で
巽
惣
必

l
i

六
潟
六
千
ー
デ
ユ
カ
ッ
ト
L

の
投
潟
、
乞
投

b
て
、
ご
一
般
の
舶
を
印
皮
仁
散
が
し
め
、
凶
年
を
総
て
、
骨
料
、

資
石
等
を
持
も
来
ふ
や
、
日
目
レ
七
十
一
点
「
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
純
益
そ
得
ゐ
仁
笠
れ

6
、
倫
ほ
・
南
米
ベ
ネ
グ

品
一
ブ
」
仁
於
て
二
年
内
仁
二
個
の
市
品
と
二
個
の
掠
榔
を
設
〈
ゐ
乙
と
及
銀
山
採
掘
の
潟
め
い
じ
、

wh 
o 

.、
4

・
-
E
1
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v
 、

J
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一
一
一
一
白
人
の
商
班
牙
入
と
五
十
人
の
鎖
山
犬
と
を
移
住
せ
し
り
る
彼
の
大
企
業
は
滋
仁
失
敗
に

終
る
仁
一
全
れ
ん

J

、
(n-mM
芯
目
的
♂
の
訟
の

rrげ
な

ω勺山口向。ロ
ω
口
口
ぽ
吋
仏
ゆ
戸
山
内
忌
ωσ

己
的
。
口
・
川
口
・
い
・

ω
ぷ
・
口
・
民
O
M
O
F

吋
7
0

肘
ω
宮
広
島

3
2け

O
同

r
g
u
y
M
f
r
…
コ
〉

5
9
r
p
u
H
G
ω
)
之
れ
を
袈
ず
る
に
資
，
本
主
義
の
勢
力
甚
だ
減

ん
な
る
と
、
悲
等
企
業
家
中
仁
川
い
只
、
だ
問
中
に
鋒
利
を
目
的
と
す
る
結
果
、
普
通
人
よ
1

り
凡
て
暮
し

t 圃し

く
薄
情
な
る
N

も
の
あ
人
ノ
、
斯
く
て
不
一
や
は
到
る
蕗
に
起

b
f一
ウ
ル

Y

べ

レ
〆
'

h

j

忠
芳
、
，
I

、↓‘
L

二
二
/

1

ノ'」

ν
品九民

rftf

一・
11

こ
こ
」

の
如
き
は
左
の
制
限
集
を
議
決
す
る
に
笠
れ
よ
ツ
。

、b . 

一
、
合
一
般
の
資
金
は
五
寓
「
グ
ル
プ
Y
L
以
上
を
許
吋
旬
、
d
y
Q

乙
と
。

二
、
利
一
議
の
配
常
は
二
箇
年
毎
に
な
す

1c・
共
仁
、
必
斡
官
憾
に
向
て
之
れ
を
織
広
一
日
小
M
Y
J

ゐ
乙
と
。

一
一
一
、
高
利
の
貸
借
宮
禁
中
y
る
乙
と
。

4 

' 

問
、
商
品
の
糊
州
市
を
許

3
、
企
る
乙
と
。

五
、
総
て
商
人
は
三
箇
月
間
に
胡
仰
慨
は
百
「
カ
ウ
ト
L

以
上
、
誕
は
一
白
ー
カ
ウ
ト
'
以
上
、
白
倣
の
・
脊
料

'75 

は
五
十
「
カ
ウ
ト
L

以
上
堂
貿
入
る
乙
と
能
け
い
含
る
乙
と
。

ム
ハ
、
命
日
祉
は
賀
川
田
の
最
低
限
を
規
定
す
る
乙
と
能
似
合
る
と
と
。

七
、
政
府
は
商
品
の
変
債
を
規
定
ず
み
を
得
可
し
。

八
、
輸
入
品
仁
封
じ
て
以
情
閥
政
府
は
一
定
の
枕
を
課
す
る
乙

ι。

九
、
部
凋
牙
仁
於
け
る
貨
物
の
仕
入
は
投
機
的
な
る
を
以
て
之
れ
を
狭
山
少
ふ
と
。

十
、
岩
以
上
の
規
定
に
背
く
替
の
は
、
罰
と
し
て
菜
食
枇
の
財
産
を
淡
牧
し
チ
~
れ
が
二
分
の

一
拡
出
W

凶
政
府
に

u

他
は
所
轄
官
勝
仁
於
て
之
れ
を
所
有
す
る
乙
と
。

京
救
助
引

g

龍一
y

川町パ・代と授
J

水
志
一
義
一

t “ '  

七
~O 
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京

税

敗

業

時

代

ι
資
本
実
義
一

t

以
上
、
列
泉
性
し
が
'
却
を
戯
重
な
る
規
定
配
設
け
し
に
不
拘
、
資
点
的
大
企
業
家
は
之
れ
が
斜

め
に
造
港
総
棒
を
戚
ポ
ー
る
と
と
な
か
F

り
を
、
何
と
な
れ
ば
?
彼
等
、
が
五
市
の
憶
を
宿
す
る
と
、
獄
滋

に
於
け
る
都
市
が
政
治
上
極
め
て
重
要
な
み
地
位
仁
み
る
と
、
中
央
政
府
の
不
振
な
ゐ
と
、
官
桃

1
」
是
等
商
人
と
の
間
以
艇
め
て
鋭
腐
な
る
関
係
の
存
せ
し
と
と
は
、
慾
に
以
上
の
如
を
規
定
を

し
て
何
等
の
僚
依
な
口
を
死
女
と
化
せ
し
め
、
資
本
主
議
の
火
の
手
は
袋
々
焔
ん
な
る
に
淫
れ
b
u

.・
‘ 
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(
明
治
問
十
一
一
一
年
六
月
一
、
二
、
三
日
稿
)

色、
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-t 

圃
圃
置

め
北
ら
ば
、
或
は
3
う
わ
ゆ
も
知
れ
ぬ
、
だ
が
腿
史
と
い
ふ

る
の
は
誌
ゐ
所
外
に
疎
は
れ
る
唱
の
で
あ
・
り
ま
す
れ
ら
~

一
之
を
西
洋
で
は
、
ヒ
λ

ト
リ
ー
と
い
ふ
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
で

一
は
銅
山
い
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
ふ
)
ど
う
い
ふ
滋
吹
か
、
恭

一
議
は
分
ら
ぬ
が
、
日
-
本
で
は
之
常
プ
ヒ
ト
ー
し
い
ふ
ー
プ
ヒ

一
ト
ー
し
い
ふ
の
は
、
-
交
の
入
、
交
の
上
に
現
は
れ
投
入
の
行

今
日
以
「
傑
出
ん
の
一
袋
一
聞
と
い
ふ
題
γ
病
げ
覧
会
主
し
北
…
跡
が
郎
町
い
JMm-見
で
あ
る
、
期
う
プ
ヒ
ト
と
い
ふ
滋
味
を
解

只
今
名
村
凶
訴
の
阿
脱
出
凡
の
感
問
に
付
て
の
御
技
女
が
山
山
花
一
品
。

J

ゐ
、
ぞ
れ
寸
比
の
人
組
川
枇
舎
の
古
川
V

事
を
碗
究
ず
る
県

炉
、
私
は
歴
史
は
い
梨
両
よ
み
見
る
と
い
hb
川
氏
究
そ
出
さ
な
一
間
は
色
々
あ
る
が
、
考
古
卒
、
識
は
人
級
感
弥
と
い
ふ
の

く
て
は
な
ら
ぬ
、
諸
活
隊
史
に
か
志
が
あ
る
な
ら
ば
、
随
一
拡
、
月
足
以
皆
古
い
遺
物
仁
依
て
調
べ
て
、
コ
う
し
て
其
締

A
H
極
々
の
方
一
聞
か
ら
阪
市
A
E
か
滋
み
に
な
ら
な
く
て
は
な
一
究
一
札
付
て
、
女
帝
…
日
に
山
山
て
泌
る
ぷ
じ
の
か
~
参
考
し
、
日
前
例
採

ら
ぬ
が
、
嘉
一
間
と
い
ふ
と
i
L
d
u
伶
滋
必
M
M
i
f
『思

h

如
、
そ
れ
で
T
一
糸
一
考
し
、
確
な
物
を
捕
へ
て
研
究
す
る
が
主
眼
で
み

，
ゅ
よ
眠
状
面
ょ
ん
見
た
る
日
本
総
史
に
討
て
は
、
勝
一
点
の
・
表
面
て
ゐ
、
古
い
時
代
よ

b
の
・
文
書
記
録
に
舎
を
一
攻
以
し
北
行
跡

は
一
男
で
、
来
耐
は
女
ー
し
い
ふ
乙
之
に
な
っ
て
居
る
か
、
裏
一
企
調
べ
る
、
そ
れ
に
付
て
一
泊
去
の
事
肢
を
考
ヘ
て
、
務
官
術

師
以
女
兵
二
口
仁
守
口

J3認に
い
わ
ぬ
、
…
…
一
一
川
吋
，
b
m
川
女
で

J

いの
1

り
一
の
考
に
松
町
一
す
る
と
い
ふ
然
に
、
先
づ
州
母
、
ん
か
筋
で
あ
ん
ま
'

ふ
ん
す
げ
川
、
人
減
枇
合
格
亡
の
有
様
は
、

m刀
が
外
に
出
一
て
働
…
ず
、
そ
れ
が
山
見
事
の
根
本
ず
の
J

り
ま
す
、
根
本
の
機
。
所

い
て
応
る
九
認
の
所
後
に
は
女
が
家
庭
仁
居
っ
て
そ
れ
を
二
が
書
を
物
ー
で
あ
ん

J

ト
士
、
す
が
、
此
の
没
自
営
物
の
樹
.
知
地
川
口
議
於

似
か
せ
一
て
以
加
ッ
G
1
3う
合
同
へ
ば
、
吸
は
女
わ
ち
働
か

3
れ
・
問
で
は
、
歴
史
と
い
ふ
ρ
も
の
は
多
〈
物
総
紙
で
成
立
っ
て

て
印
刷
込
識
だ
が
、
事
に
依
つ
北
Jh-1
ば
、
認
の
事
抑
具
合
実
一
'
留
一
応
ゐ
、
且
ぬ
が
俄
税
磁
白
い
対
も
の
で
あ
ち
ま
す
、
物
部
総
L
4

総
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